
 

～ 日々の防災意識の大切さ ～ 
 

１０月３日（日）午後４時頃、水管橋の崩落が発見され、和歌山市の紀の川北側地域の断水が

始まりました。突然のことでした。 

発生直後の防災の放送では「六十谷水管橋の２本の

水管の一部破損により、おそらく断水になります。」と

いう内容でした。「２本の水管の一部」という限定され

た表現から、水管自体の破損ではないかのように聞こ

えたため、危機感はなかなか伝わって来ませんでした。

すぐに断水になった地域の住民の方々は即、「水がで

ない」ことで水を買いに行くなどの対応を始めたそう

です。各貯水池への給水が止まり、それぞれの地域で

は貯水池の水量の減少速度により、断水の始まる時刻

がずれました。そのため、放送後でも水が出ていた地域も数ヶ所ありました。 

百聞は一見にしかず。夕方、ネットで報道された写真をみて驚きました。その後１９：４０に和歌

山市企業局から、「六十谷水管橋の一部破損により、紀の川北部地域が断水になります」とい

う内容の防災メールが届きました。私も自宅には２日分の防災用の水を備蓄していましたが、い

つから断水になり、いつまで続くのかが心配で水を求めてお店を転々と回りました。同じように

水を求めて店を回る人々も見受けられました。しかし時遅く、購入はできませんでした。その頃

には、すでに市内の南側から海南市を越え、有田市の方まで水がない状態だったそうです。あ

らゆるお店で、水や給水タンク、給水袋もすでになくなっていたそうです。お店の方曰く、次の

日も入荷してきた水や給水袋もあっという間になくなったということでした。 

近隣の学校に待機している給水車を見て、２年

前の花山西交差点の水道管漏水での断水を思

い出しました。今回のことで日々の備えの大切さ

を改めて思い知ることとなりました。 

そして、これをきっかけに備蓄の水の量や防災

グッズの確認をした方もいらしたことを聞きまし

た。家に備蓄するものと、持ち出し用のもの、消費

期限などを確認するきっかけとなったということ

でした。また残念なことに防災意識をつなぐ、１０

月６日（水）に予定されていた防災アラート（Ｊアラ 

                   －ト伝達試験放送）も北部断水に係る対応のた 

め市内において中止となりました。 

学校では１１月５日（金）「世界津波の日」に南海 

トラフを想定した避難訓練（大地震とその後の津

波の想定）を例年通り行います。子どもたちにも、避難という行動面においても、「日々の備え」

の大切さに気付いてほしいと思います。そして、いざというときにそれぞれの場所から避難した

後、家族がどこで落ち合うのかなど、避難ルートや、お家の『防災グッズ』などを確認しておきま

しょう。学校での避難訓練に伴い、再度ご家庭でも子どもたちとお話しいただき、「防災意識を

忘れない」そんな機会になることを願っています。         （教頭 田中 穂積） 
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 ※非常用持ち出し袋（背負える重さ）の中身の優先順位   

１：生命維持のために必要なもの（１日分の水 500～ 

550m 程の小さいペットボトルで 1.5～2ℓ、食料品） 

２：避難所で１日生活するために必要なもの 

３：自分にとって絶対に必要なもの  

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/ncr/18/00005/101800551/?SS=imgview&FD=-1500865229


 


